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●変更履歴 

版数 日付 変更内容 

1.0 2020/3/7 新規作成 
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X2,A3,遅延 PDU シリーズ ログデータの取得手順 

① Windows 標準のコマンドプロンプトを起動し、UPS(遅延 PDU)に ftp で接続して下さい。 

コマンド：ftp UPS(遅延 PDU)の IP アドレス 

② ユーザー名を求められますので、入力し、Enter キーを押して下さい。 

（UPS のデフォルト：upsadmin 遅延 PDU のデフォルト：mtadmin） 

③ パスワードを求められますので、入力し、Enter キーを押して下さい。 

（UPS のデフォルト：UpsAdmin 遅延 PDU のデフォルト：MtAdmin） 

ユーザー名・パスワードに誤りが無ければ、ログインが完了します。 

④ 「ls」と入力し、「upslog.txt」というファイルが表示されることを確認して下さい。 

⑤ get コマンドにて「upslog.txt」をダウンロードして下さい。 

コマンド：get upslog.txt [ファイルの保存先のパス] 

 

以上で UPS のログデータのバックアップが完了となります。 

 

※ファイルが保存される場所は、標準では Windows へログインしているユーザーアカウントの個別フォルダ

となりますが、環境により場所の名前が異なる場合がありますので、ご注意下さい。 

(例) Administrator でログインしている場合は、”C:\Users\Administrator\”等になります。 

※get コマンドが効かない場合、FTP20 番・21 番ポートが閉じられている可能性がありますので、 

ファイアウォールをご確認下さい。 


